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I-41 歯髄保護処置⑧

《令和３年２月２６日新規》

○ 取扱い

原則として、「象牙質知覚過敏症（Ｈｙｓ）→う蝕（Ｃ）」の移行病名に

対して、「Ｉ００１ 歯髄保護処置 ３ 間接歯髄保護処置」の算定を認

める。

○ 取扱いの根拠

歯の症状が、象牙質知覚過敏症からう蝕に変化した場合は、疼痛を軽減

するために、間接歯髄保護処置を行うことが臨床上あり得るものと考えら

れる。


